
市
指
定
保
養
施
設
等
利
用
割
引
証

市
指
定
保
養
施
設
等
利
用
割
引
証 

市
指
定
保
養
施
設
等
利
用
割
引
証 

利
用
可
能
施
設
、

利
用
可
能
施
設
、 

　 

期
限
期
限
に
ご
注
意
を

注
意
を 

利
用
可
能
施
設
、 

　 

期
限
に
ご
注
意
を 

年
末
調
整

年
末
調
整
・
確
定
申
告

確
定
申
告 

社
会
保
険
料
控
除

社
会
保
険
料
控
除 

　
証
明
書
を
忘

　
証
明
書
を
忘
れ
ず
に 

年
末
調
整
・
確
定
申
告 

社
会
保
険
料
控
除 

　
証
明
書
を
忘
れ
ず
に 

年
金
受
給
者
の
か
た
へ 

扶
養
親
族
等
申
告
書
の 

　
　
提
出
を
忘
れ
ず
に 

①
保
険
証
更
新
時
に
同
封
し
ま
し
た
「
勝
山

市
指
定
保
養
施
設
等
利
用
割
引
証
」
に
つ

き
ま
し
て
、
今
回
か
ら
「
勝
山
市
営
温
水

プ
ー
ル
」
で
の
使
用
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

②
現
在
、
老
人
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

か
た
、
ま
た
は
平
成
２０
年
4
月
１
日
ま
で

に
７５
歳
に
な
る
か
た
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
２０
年
4
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
移
行
す
る
た
め
、
平
成
２０
年
3

月
３１
日
ま
で
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。 

③
老
人
保
健
該
当
者
で
、
平
成
２０
年
4
月
１

日
以
降
に
７５
歳
に
な
る
か
た
、
ま
た
は
７５

歳
未
満
の
か
た
に
つ
き
ま
し
て
は
、
誕
生

日
の
前
日
ま
で
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。 

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
年
末
調
整
な
ど
の

税
務
申
告
の
際
に
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
か
た
が
、

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
こ
と
を
証
明

す
る
『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
』
ま
た
は
、
領
収
証
書
の
添
付

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
平
成
１９
年
中
（
平
成

１９
年
１
月
１
日
〜
１０
月
１
日
ま
で
）
に
納
付

さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
の
金
額
を
証
明
す

る
控
除
証
明
書
に
つ
い
て
、
１１
月
上
旬
に
送

付
し
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
ま
た
は
、
確
定

申
告
の
際
に
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
平
成
１９
年
１０
月
2
日
以
降
、
平
成

１９
年
中
に
納
付
さ
れ
た
保
険
料
に
か
か
る
控

除
証
明
書
は
来
年
の
2
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
年
末
調
整
時
に
は
、
領
収
書
の
添
付

を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
場
合
は
、
納
付
さ
れ
た
か
た
が
、

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

　
老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
に
よ
り
雑
所
得

と
し
て
、
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。 

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
１１
月
上
旬
ま
で
に
老

齢
年
金
の
年
金
額
が
、
1
0
8
万
円
以
上
の

か
た
（
６５
歳
以
上
の
か
た
は
、
1
5
5
万
円

以
上
）
に
、「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶

養
親
族
等
申
告
書
」（
ハ
ガ
キ
）
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

　
今
回
提
出
し
て
い
た
だ
く
申
告
書
は
、
来

年
2
月
お
支
払
い
分
の
年
金
額
か
ら
控
除
さ

れ
る
税
金
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
申
告
書
の
提
出
に
よ
り
控
除

対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
と
な
る
か
た
が
い

な
い
場
合
で
も
、
年
金
受
給
者
の
か
た
本
人

に
か
か
る
基
礎
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

市
民
課（
1
８８-

8
1
0
2
） 

国
民
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
 

　
福
井
社
会
保
険
事
務
所
 

　
　
　
　
　
　
　
（
福
井
厚
生
年
金
会
館
裏
）
 

　
　
　
（
1
0
7
7
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‐
２３
‐
4
5
1
6
）
 

　
　
　
（
1
0
7
7
6
‐
２３
‐
4
5
1
8
）
 

年
末
調
整
、確
定
申
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
 

　
　
税
務
課
（
1
８８
‐
8
1
0
1
）
 

国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
に
 

　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
 

　
　
市
民
課
（
1
８８
‐
8
1
0
2
）
 

下
水
道

下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル 

　
絵
画

　
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
入
賞
者

部
入
賞
者 

下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル 

　
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
入
賞
者 

《
金  

賞
》 

《
銀  

賞
》 

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
下
水
道
の
役
割
や

整
備
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
理
解
と
関

心
を
一
層
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

本
田
悠
斗
（
村
岡
小
１
年
）、
野
村
友
香
（
成

器
南
小
2
年
）、
小
寺
紗
稀
（
中
部
中
１
年
）、

長
谷
川
ま
い
（
中
部
中
2
年
） 

《
銅  

賞
》 

斎
藤
桃
加
（
成
器
西
小
4
年
）、
北
内
　
郁

（
成
器
西
小
4
年
）、
笠
羽
隼
人
（
北
郷
小
2

年
）
、
権
内
恒
輝
（
北
郷
小
4
年
）、
友
安

香
蓮
（
中
部
中
1
年
）、
花
田
法
彦
（
中
部

中
2
年
）、
中
山
　
稜
（
中
部
中
2
年
）、
山

口
実
沙
季
（
中
部
中
2
年
）
 

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画 

　
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

入
賞
者 

男
女
共
同
参
画 

　
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者 

《
最
優
秀
賞
》 

《
優
秀
賞
》 

　
勝
山
市
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
を
目
指

し
、
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
） 

斎
藤
暖
也
（
三
室
小
１
年
）、
酒
井
宏
章
（
三

室
小
１
年
）、
本
田
悠
希
（
村
岡
小
4
年
）、

田
中
菜
々
子
（
北
郷
小
4
年
）、
澤
　
保
（
中

部
中
１
年
）、
山
内
洋
子
（
中
部
中
2
年
）、

山
場
サ
ヤ
カ
（
中
部
中
2
年
）、
與
坂
美
咲

（
中
部
中
3
年
） 

上
下
水
道
課（
1
８８
‐
8
1
0
9
） 

未
来
創
造
課（
1
８８
‐
1
1
1
5
） 

市
、県
、企
業
が
連
携 

　10月22日に上高島の林守さ

ん（８３）から、「社会福祉事業に

役立ててください。」と20万円

のご寄付をいただきました。 

　併せて、猪野瀬公民館に座椅

子20脚もご寄付いただきました。 

ありがとうございました。 

社会福祉事業に 
    20万円の寄付 
社会福祉事業に 
    20万円の寄付 

9広報かつやま11月号 No.635 8 広報かつやま11月号 No.635

成器西小学校6年
原　　育　母

勝山中部中学校2年
酒　井　美由希

荒土小学校5年
森　石　龍　太

勝山中部中学校2年
長谷川　ま　い

勝山市指定保養施設等利用割引証

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書

公的年金等の受給者の扶養親族等申告書

こ
の
協
定
書
に
基
づ

き
、
１０
月
１３
日
、「
ド
コ

モ
勝
山
平
泉
寺
の
森
」
の

植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
北
陸
社

員
６６
人
と
、
関
係
者
ら
計

７７
人
が
集
ま
り
、
同
社
社

員
に
よ
っ
て
、
４０
セ
ン
チ

程
に
成
長
し
た
ミ
ズ
ナ
ラ

や
ク
リ
、
ト
チ
ノ
キ
な
ど

１
１
0
本
の
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
し
た
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
北
陸
の
酒
元
康
浩
さ
ん
（
石
川
県

白
山
市
）
は
「
こ
の
森
が
大
き
く
な
っ
て
、

皆
が
集
う
森
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
里
山

が
無
く
な
っ
て
き
て
い
る
な
か
、
昔
に
戻
っ

た
よ
う
な
感
覚
に
な
っ
て
親
し
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

１０
月
5
日
、
勝
山
市
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
北

陸
、
福
井
県
は
、
荒
廃
し
た
森
林
の
再
生
に

取
り
組
む
た
め
、「
ド
コ
モ
勝
山
平
泉
寺
の

森
」
の
整
備
・
管
理
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

企
業
と
自
治
体
が
協
定
を
結
ん
で
森
づ
く
り

活
動
を
行
う
の
は
、
県
内
で
は
勝
山
市
が
初

め
て
の
こ
と
で
す
。

整
備
す
る
場
所
は
広
域
基
幹
林
道
法
恩
寺

線
と
越
前
禅
定
道
が
交
差
す
る
付
近
の
市
有

林
約
0
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
市
は
１０
年
間
無

償
提
供
し
、
同
社
社
員
が
植
樹
や
草
刈
り
な

ど
の
整
備
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
北
陸
の
是
枝
義
人
社
長
は

「
森
の
育
成
に
は
時
間
が
か
か
る
が
、
定
期

的
に
整
備
を
行
っ
て
、
地
域
の
か
た
が
た
に

愛
さ
れ
る
森
に
し
て
い
き
た
い
。」
と
今
後

の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

秋晴れの中、植樹を行うNTTドコモ北陸社員


